































































































































































































































































































































































































































るconsoles the bereaved ために，誠実にそのもてる力のすべてを傾けなけ
ればならない。」（15）そして，「葬儀のもうひとつの役割は，恵みに富みたも
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テル学院大学教職神学セミナー編　AVACO 1994年　69 ― 70ページ）といわれるのは，
もっともなことであるし，基本的に大事にしなくてはならないことだと思われる。そ
して，それは逆に言うと，他の信仰を強くもって亡くなった人の祈りをキリスト者は
尊重することもまた必要なことではないかという問い返しとなる。死者の生前の思い
や，祈りを重んじつつ，事柄を適切に判断する姿勢を失っては，誰も自分が本当に大
事にされたとは感じられなくなるに違いない。はっきりとした信仰を伝えることと，実
際に他の信仰を持つ人とのかかわりに生きることとは理屈では割り切れない側面を持
つことを知らなければならない。
